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部部門門  氏氏名名  研研究究分分野野  キキーーワワーードド  頁頁  

素素
材材
・・
加加
工工
部部
門門  

蓑輪圭祐 （安全・防災部門参照）  98 

村中貴幸 機械工学科 板成形，焼付き，チタン 133 

山田健太郎 教育研究支援センター 機械設計，機械加工 134 

山脇夢彦 物質工学科 反応有機化学，有機合成化学，有機光化学，ファインケミカル 135 

計計
測測
・・
制制
御御
部部
門門 

青木宏樹 一般科目教室（自然科学系） 体力測定，子ども，運動遊び 139 

金田直人 機械工学科 機構設計，繊維機械，画像処理，シーケンス制御 140 

亀山建太郎 機械工学科 
制御，モデリング，システム同定，信号処理，移動ロボット， 
農工連携 

141 

北川浩和 教育研究支援センター 
機械加工，汎用工作機械，エンジン分解組立て，電子工事， 
電気工作，組込み型マイコン 

142 

北野公崇 教育研究支援センター 光ファイバ変位計, ３次元特性, 等方性 143 

小松貴大 （情報・通信部門参照） 
 

106 

佐藤 匡 電気電子工学科 予見制御，スライディングモード制御，入力制限問題 144 

千徳英介 機械工学科 温度計測，切削抵抗，工具磨耗，レーザフォーミング 145 

西 仁司 電子情報工学科 信号解析，画像解析，ものづくり 146 

林田剛一 教育研究支援センター 複合現実，機械設計，仮撚加工，シーケンス制御，空圧機器 147 

米田知晃 電気電子工学科 イオンビーム，放射線，センサ，回路設計 148 
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所所属属部部門門  地地域域・・文文化化  環環境境・・生生態態  エエネネルルギギーー  安安全全・・防防災災  情情報報・・通通信信  素素材材・・加加工工  計計測測・・制制御御  

機機    械械  

工工学学科科  

  藤田克志 

○芳賀正和 

  加藤寛敬 

村中貴幸 

○高橋 奨 

◎亀山建太郎 

千徳英介 

金田直人 

電電気気電電子子  

工工学学科科  

  山本幸男 

秋山 肇 

 濱住啓之 

丸山晃生 

堀川隼世 

荒川正和 

◎松浦 徹 

西城理志 

福嶋宏之 

佐藤 匡 

米田知晃 

電電子子情情報報  

工工学学科科  

  ◎高久有一  斉藤 徹 

青山義弘 

波多浩昭 

◎小越咲子 

川上由紀 

小松貴大 

 西 仁司 

○小松貴大 

物物    質質  

工工学学科科  

 髙山勝己 

○松野敏英 

◎後反克典 

川村敏之 

坂元知里 

上島晃智 

  ○佐々和洋 常光幸美 

松井栄樹 

西野純一 

古谷昌大 

山脇夢彦 

 

環環境境都都市市  

工工学学科科  

奥村充司 奥村充司 

 

 

 吉田雅穂 

辻子裕二 

野々村善民 

辻野和彦 

○田安正茂 

◎樋口直也 

大和裕也 

芹川由布子 

蓑輪圭祐 

 蓑輪圭祐  

一一般般科科目目  

（（自自然然系系））  

長水壽寛 

柳原祐治 

井之上和代 

山田哲也 

中谷実伸 

相場大佑 

土田 怜 

◎長谷川智晴 

挽野真一 

古谷峻熙 

東 章弘 

松井一洋 

  岡本拓夫  長谷川智晴 

 

青木宏樹 

一一般般科科目目  

（（人人文文系系））  

市村葉子 

池田彩音 

松山哲士 

中谷内悠 

川畑弥生 

○木村美幸 

森  貞 

原口 治 

宮本友紀 

藤田卓郎 

木下若奈 

      

教教育育研研究究  

支支援援ｾｾﾝﾝﾀﾀｰー  

白﨑恭子 小木曽晴信 

廣部まどか 

舟洞久人 

片岡裕一 

白﨑恭子  清水幹郎 

中村孝史 

内藤岳史 

北川浩和 

堀井直宏 

藤田祐介 

山田健太郎 

久保杏奈 

北川浩和 

北野公崇 

林田剛一 

◎部門長，○副部門長 
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エネルギー部門 
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

パパワワエエレレ・・環環境境発発電電にに関関すするる研研究究，，電電気気機機器器のの歴歴史史にに関関すするる研研究究  

 

氏氏名名：：      秋秋山山  肇肇／／AAKKIIYYAAMMAA  HHaajjiimmee  EE--mmaaiill：：  aakkiiyyaammaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
米米国国電電気気電電子子学学会会（（IIEEEEEE）），，電電気気学学会会，，産産業業技技術術史史学学会会，，    

日日本本技技術術史史教教育育学学会会  

キキーーワワーードド：：  パパワワーーエエレレククトトロロニニククスス,,  環環境境発発電電,,  電電気気技技術術史史  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・電電力力制制御御デデババイイススのの動動作作限限界界にに関関すするる測測定定とと研研究究  

・・振振動動・・衝衝突突発発電電にによよるる環環境境発発電電技技術術のの基基礎礎研研究究  

・・電電気気機機器器のの歴歴史史にに関関すするる実実地地調調査査  

 
研研究究内内容容：：  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

【【ププララズズママのの地地場場閉閉じじ込込めめにに関関すするる理理論論的的研研究究】】  

反反転転磁磁場場配配位位のの数数値値平平衡衡解解  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【計計算算物物理理学学】】  

計計算算機機シシミミュュレレーーシショョンンにによよりり求求めめたたヒヒーートトシシンンクク内内のの温温度度分分布布  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

核融合理論物理学および計算物理学 

 

氏氏名名：：      高高久久  有有一一／／TTAAKKAAKKUU  YYuuuuiicchhii  EE--mmaaiill：：  ttaakkaakkuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，ププララズズママ核核融融合合学学会会，，情情報報処処理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  核核融融合合，，ププララズズママ閉閉じじ込込めめ配配位位，，物物理理シシミミュュレレーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・人人力力飛飛行行機機、、模模型型飛飛行行機機関関連連のの公公開開講講座座、、講講演演、、指指導導ななどど  

・・並並列列計計算算機機をを用用いいたたププララズズママのの磁磁場場閉閉じじ込込めめにに関関すするる研研究究  

・・ワワンンチチッッププママイイココンンをを用用いいたた核核種種制制御御にに関関すするる研研究究  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

【【ププララズズママのの地地場場閉閉じじ込込めめにに関関すするる理理論論的的研研究究】】  

反反転転磁磁場場配配位位のの数数値値平平衡衡解解  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【計計算算物物理理学学】】  

計計算算機機シシミミュュレレーーシショョンンにによよりり求求めめたたヒヒーートトシシンンクク内内のの温温度度分分布布  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

核融合理論物理学および計算物理学 

 

氏氏名名：：      高高久久  有有一一／／TTAAKKAAKKUU  YYuuuuiicchhii  EE--mmaaiill：：  ttaakkaakkuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，ププララズズママ核核融融合合学学会会，，情情報報処処理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  核核融融合合，，ププララズズママ閉閉じじ込込めめ配配位位，，物物理理シシミミュュレレーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・人人力力飛飛行行機機、、模模型型飛飛行行機機関関連連のの公公開開講講座座、、講講演演、、指指導導ななどど  

・・並並列列計計算算機機をを用用いいたたププララズズママのの磁磁場場閉閉じじ込込めめにに関関すするる研研究究  

・・ワワンンチチッッププママイイココンンをを用用いいたた核核種種制制御御にに関関すするる研研究究  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

高高温温液液体体（（青青）） 

高高 温温 壁壁 

低低 温温 壁壁 

低低温温液液体体（（赤赤）） 

流流線線（（数数値値解解析析）） 

等等温温線線（（数数値値解解析析）） 

液液体体 固固液液共共存存 固固体体 

研研究究タタイイトトルル：：  

自然対流の解析 

 

氏氏名名：：      芳芳賀賀  正正和和  ／／  HHAAGGAA  MMaassaakkaazzuu  EE--mmaaiill：：  hhmmttll@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本伝伝熱熱学学会会，，日日本本流流体体力力学学会会  

キキーーワワーードド：：  熱熱・・物物質質移移動動，，熱熱とと流流れれのの数数値値解解析析，，熱熱とと流流れれのの可可視視化化実実験験  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・流流体体内内のの対対流流のの挙挙動動やや温温度度分分布布・・物物質質のの濃濃度度分分布布ななどどのの評評価価  

・・感感温温液液晶晶にによよるるシシリリココーーンンオオイイルル内内のの流流れれとと温温度度分分布布のの可可視視化化実実験験  

・・分分子子動動力力学学シシミミュュレレーーシショョンンにによよるる熱熱流流体体系系のの分分子子挙挙動動のの解解析析  

  

 
研究内容：  

  

＜＜自自然然対対流流のの解解析析＞＞  

液液体体内内のの温温度度差差にによよりり発発生生すするる自自然然対対流流にによよっってて，，熱熱・・物物質質移移動動がが促促進進さされれまますす。。ここののととききのの液液体体内内のの様様子子をを，，可可

視視化化実実験験とと数数値値シシミミュュレレーーシショョンンにによよっってて解解析析しし，，熱熱伝伝達達のの促促進進やや，，流流れれとと温温度度分分布布のの制制御御にに関関すするる研研究究をを行行っってて

いいまますす。。ままたた，，液液体体内内にに溶溶解解ししてていいるる物物質質のの濃濃度度分分布布のの解解析析もも行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜分分子子シシミミュュレレーーシショョンン＞＞  

温温度度とと物物質質のの状状態態のの関関係係ににつついいてて，，分分子子動動力力学学法法にによよるる数数値値シシミミュュレレーーシショョンンをを行行ううここととにによよっってて解解析析ししてていいまますす。。

例例ええばば，，融融液液のの結結晶晶化化やや液液体体のの蒸蒸発発ななどどのの相相変変化化ににつついいてて，，分分子子のの挙挙動動をを観観察察すするる微微視視的的解解析析をを行行っってていいまま

すす。。 
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 
 

研研究究タタイイトトルル：：  

粘粘弾弾性性流流体体のの流流れれのの数数値値シシミミュュレレーーシショョンン手手法法ととモモデデルル化化  

 

氏氏名名：：      藤藤田田  克克志志／／FFUUJJIITTAA  KKaattssuusshhii  EE--mmaaiill：：  ffuujjiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本流流体体力力学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  再再生生可可能能エエネネルルギギーー，，小小水水力力，，粘粘弾弾性性流流体体，，CCFFDD，，流流れれのの可可視視化化  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・流流れれのの数数値値計計算算手手法法にに関関すするるこことと  

・・流流れれのの可可視視化化にに関関すするるこことと  

・・粘粘弾弾性性流流体体にに関関すするるこことと  

  

 
研研究究内内容容：：  粘粘弾弾性性流流体体のの急急縮縮小小部部をを通通るる流流れれのの数数値値計計算算  

  

  

高高分分子子粘粘液液・・融融液液，，血血液液ななどどにに代代表表さされれるる粘粘性性とと弾弾性性のの性性質質をを兼兼ねね備備ええたた粘粘弾弾性性流流体体のの流流れれはは様様々々なな特特異異流流

れれがが発発生生すするる。。特特異異流流れれのの発発生生メメカカニニズズムムのの解解明明ののたためめにに数数値値シシミミュュレレーーシショョンン手手法法のの開開発発とと粘粘弾弾性性流流体体ののモモデデ

ルル化化をを行行うう。。  

特特異異流流れれののひひととつつととししてて，，急急縮縮小小流流れれでで発発生生すするる DDiivveerrggeennccee  FFllooww ががああるる。。ここのの流流れれははププララススチチッッククのの射射出出成成型型

ななどどでで実実際際にに観観察察すするるここととががででききるる。。図図はは，，DDiivveerrggeennccee  FFllooww をを数数値値シシミミュュレレーートトししたた結結果果ででああるる。。  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 
 

研研究究タタイイトトルル：：  

粘粘弾弾性性流流体体のの流流れれのの数数値値シシミミュュレレーーシショョンン手手法法ととモモデデルル化化  

 

氏氏名名：：      藤藤田田  克克志志／／FFUUJJIITTAA  KKaattssuusshhii  EE--mmaaiill：：  ffuujjiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本流流体体力力学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  再再生生可可能能エエネネルルギギーー，，小小水水力力，，粘粘弾弾性性流流体体，，CCFFDD，，流流れれのの可可視視化化  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・流流れれのの数数値値計計算算手手法法にに関関すするるこことと  

・・流流れれのの可可視視化化にに関関すするるこことと  

・・粘粘弾弾性性流流体体にに関関すするるこことと  

  

 
研研究究内内容容：：  粘粘弾弾性性流流体体のの急急縮縮小小部部をを通通るる流流れれのの数数値値計計算算  

  

  

高高分分子子粘粘液液・・融融液液，，血血液液ななどどにに代代表表さされれるる粘粘性性とと弾弾性性のの性性質質をを兼兼ねね備備ええたた粘粘弾弾性性流流体体のの流流れれはは様様々々なな特特異異流流

れれがが発発生生すするる。。特特異異流流れれのの発発生生メメカカニニズズムムのの解解明明ののたためめにに数数値値シシミミュュレレーーシショョンン手手法法のの開開発発とと粘粘弾弾性性流流体体ののモモデデ

ルル化化をを行行うう。。  

特特異異流流れれののひひととつつととししてて，，急急縮縮小小流流れれでで発発生生すするる DDiivveerrggeennccee  FFllooww ががああるる。。ここのの流流れれははププララススチチッッククのの射射出出成成型型

ななどどでで実実際際にに観観察察すするるここととががででききるる。。図図はは，，DDiivveerrggeennccee  FFllooww をを数数値値シシミミュュレレーートトししたた結結果果ででああるる。。  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

光光  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

真真空空蒸蒸着着装装置置  UULLVVAACC  VVPPCC--006600    

高高周周波波ススパパッッタタ装装置置  AANNEELLVVAA  LL--225500SS--FFHH    

XX 線線光光分分光光分分析析装装置置（（EESSCCAA））  JJEEOOLL  JJPPSS99001100XXPPSS    

    

    

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

化合物半導体薄膜を用いた次世代太陽電池の開発 

 

氏氏名名：：      山山本本  幸幸男男／／YYAAMMAAMMOOTTOO  YYuukkiioo  EE--mmaaiill：：  yyuukkiioo@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  半半導導体体，，薄薄膜膜，，太太陽陽電電池池  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・薄薄膜膜ササンンププルルのの作作製製おおよよびび結結晶晶構構造造解解析析、、XX 線線光光電電子子分分光光分分析析ななどど  

・・研研究究現現場場ににおおけけるる IITT 導導入入  

・・  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

  

 CCuuIInnSSee22 やや CCuuGGaaTTee22 ななどど多多元元系系化化合合物物半半導導体体薄薄膜膜ををベベーーススととししたた次次世世代代太太陽陽電電池池のの実実現現をを目目指指ししてて研研究究しし

てていいまますす。。ここののタタイイププのの太太陽陽電電池池はは比比較較的的高高効効率率でで放放射射線線ににもも強強いいここととかからら宇宇宙宙用用のの太太陽陽電電池池ととししててもも期期待待

さされれてていいるるののでですす。。  

  

 ここののタタイイププのの化化合合物物半半導導体体はは組組成成をを制制御御すするるここととででそそののエエネネルルギギーーギギャャッッププをを変変化化ささせせるるここととがが可可能能でであありり，，

太太陽陽電電池池だだけけででははななくく，，光光セセンンササーーななどど各各種種光光電電変変換換デデババイイススへへのの応応用用展展開開がが期期待待さされれてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                                                次次世世代代薄薄膜膜太太陽陽電電池池のの構構造造  
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